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個人・ 

グループ名 
Infolab 大学名 岐阜大学 

作品名 Writable Gear 人数 4名  

 

 

 

背景・目的 

平成 29 年度告示学習指導要領技術家庭科編において、エネルギー変換の技術で動力を伝達する仕組みで

ある、歯車を扱うことが示されている。しかし、目的に合わせて歯車の歯数を選択し、速度伝達比を考慮

し体験的に歯車列を設計・構成可能な教材はあまり見られない。 

そこで、生徒が考えを具現化できるような、体験的歯車教材の開発を行なう。 

工夫点① 

２つの磁石を埋め

込むことで、重歯車

も歯数を選択して

簡単に組み合わせ

ることができる。 

工夫点② 

 歯車にホワイト

ボード素材を採用

することで、思考の

過程を歯車に記入

することができる。 

工夫点③ 

 歯車の歯数を「40,32,30,24,20,16,10,8」の８種類用意することで、約２万通りの組み合わせを設計でき、

「時計の設計」や、「最速の加速機の設計」など目的に応じた歯車列の設計・構成を体験的に学習できる。 

 

 

 

（時計の設計） 

＊矢印は長針・短針を示す。 

教育実践 

 岐阜県内公立中学校第２学年及び岐阜県内私立中学校

第２学年を対象に教育実践を行なった。 

 試行錯誤する中で、生徒は考えを交流し主体的な活動

が数多く見られた。 
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